






































































(1931 年 9 月 18 日）を引き起こし、翌 1932 （昭
和 7 ）年には満州国を独立せしめ、清朝最後の皇
帝薄儀を執政として迎え、さらに 1934 （昭和 9)









































した。学生の募集については 1938 （昭和 13）年
































































1942 （昭和 17）年 3 月 2 日、 15 名が反満・抗日
の政治犯容疑で憲兵隊の検挙を受ける。彼らは憲
兵隊で殴打拷聞を受けたが、 1943 年 4 月満州国
高等法院は裁判の結果無期懲役 2 名、懲役 15 年
l 名、 13 年 2 名、 10 年、 8 年各 I 名、 5 年 4 名、











系の読書活動は逆に進行し、 I ｷ 2 ・ 3 期から




終戦と愛知大学。私は 1943 （昭和 18）年建大
5 期として入学。 1945 （昭和 20）年 4 月ソ満国
境の山神府に現役入隊。 6 月鰍江を経てハルピン
に撤退。日本人街で整壕を堀り、ソ連軍を迎える
準備をしますが、 8 月 15 日戦わずしてソ連軍の
捕虜となり、ハルピン競馬場で武装解除され、牡
丹江から 9 月末シベリアに送られました。シベリ
アでは 1 日 l 食。黒ノt ンと薄いスープの食事で重
労働を強いられ、不衛生から発疹チフスが蔓延し、
栄養失調と相まって多数の死者（シベリア全体で













められ、転入学を決意。 1947 年 3 月、学部がま





勤しみました。建大からは合計 1 1 名（中退 3 名
を含む）が転入学し、私は岡崎の知人宅から通い
戦前海外にあっ疋愛大ルーツ校 5 校の出身学生が語る7ジ？と愛大














同窓会活動。正式な第 l 回同窓会総会は 1954











































































































































































子女の数は 5 人なんですけど、同窓 3 人の保証を
して日本に留学させ、今日本で働いています。そ
の他いろんな交流が進んでおります。従ってやっ
ぱり国際的な学校を l つ作って、日本人の同窓だ
けじゃなく向こうの人も一緒になっていろいろ
やっていけば、これからの愛知大学も非常に将来
発展して、アジアの大学としてふさわしい、良い
学校ができるんじゃないかと思いまして、今提案
を申し上げました。
【司会】 はい、ありがとうございました。それで
は最後 5 番目の園部先生であります。園部先生は
台湾の台北高校のご出身です。その後四高へ行か
れましたけれども、創設期の愛知大学にお父様が
教授として赴任されまして、そのお父様と共に愛
知大学の学内で生活をされたという、非常にこれ
も貴重なご経験かと思います。今回この催しの中
で、ぜひ私も参加したいということを高井さんの
ほうに強く申し入れられたということでありまし
て、嬉しい限りであります。そういうわけでまた
貴重な視点からお話がいただけるかと思います。
ひとつよろしくお願いいたします。
【園部】 園部です。よろしくどうぞ。今日のコメ
ンテーターの高井先生は、私は西新橋の法律事務
所に机を置いてるんですけど、すぐ近くの霞が関
のビルに住んで、おられまして、近いものですから
一度この会と似たようなことを高井先生の事務所
の近くで催したことがあるんですけれども、そこ
まではお引き受けしたんですが、そしたらついで
にこっちも来いということでございます。私は前
の 4 人の方と違って原稿もろくに用意しておりま
せんで、やっつけ本番で、しかも学会のような報
告ではなくて、漫談でご、さ守いますのでいくらでも
仲縮自在で、時間になれば終えますので、よろし
くどうぞ。
私は愛知大学も、愛知大学の予科も卒業してお
りませんで申し訳ないのですが。今日のお話の角
度は、つまり戦前の植民地ないし満州国・中国の
高等教育がどうであったか、あるいはその後の、
戦後の状況はどうであったか、という観点、からお
話ししたいと，思っています。私の父は引き揚げ後、
東京の明治大学に奉職しておりましたけど、何し
ろ戦争直後のことで住むところが無く、台湾から
27 
